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概要 

授業支援型 e ラーニングシステム CEAS の新しい世代となる OpenCEAS を開発した。

OpenCEAS は Ruby on Rails フレームワークを使って開発され、授業と学習のサイクル形成

を統合的に支援する CEAS の機能と授業支援型ユーザインターフェイスを継承している。本

発表では、OpenCEAS 開発に至る経緯と開発目的についてまず説明し、続いて初期バージ

ョンに対する処理の高速化を実現したリファクタリングについて述べる。さらに、MIT ラ

イセンスでオープンソース化すること、および OpenCEAS を大学に導入し運用するための

導入運用支援のパターンについて紹介する。最後に、OpenCEAS のコミュニティやコンソ

ーシアム構想についてふれる。 

 

1  はじめに 

OpenCEAS は、Ruby on Rails フレームワークを

使って開発した授業支援型 e ラーニングシステム

CEAS の新しい世代の Web アプリケーションであ

る。本稿では、OpenCEAS 開発に至る経緯、

OpenCEAS の開発と最適化、オープンソース化、

大学への導入と運用の支援パターン 

について述べる。 

2  OpenCEAS 開発に至る経緯 

2.1 CEAS とその特徴 

日本の大学における「授業と学習（予習・復習）

のサイクル形成」を統合的に支援することを目的

として CEAS は開発された[1] [2]。 

CEAS は、次のような特徴を有する。 

・担任者と学生が利用するのに使い易いメニュー

や画面構成になっている。 

・学期中の授業の進行に合わせ授業資料やレポー

ト課題、アンケートを授業回ごとにまとめて利

用する表示を採っている。 

さらに、 

・教務システムから履修関連データをまとめて取

り込みこと、さらに日々更新する（データ連携）

を想定している。 

2.2 CEAS の導入実績と公開 

CEAS は 2004 年度から関西大学で全学利用が

始まり、CEAS Community Page[3]も開設され、シ

ステムがソースコードも含めて公開され無償ダウ

ンロードが可能となった。さらに文部科学省平成

１６年度現代 GP 取組に採択されたこともあり、



他大学での利用も拡がった[4]。 

2.3 OpenCEAS の先行システム 

OpenCEASの開発に先行する CEASのシステム

名称や実装言語などを表 1にまとめて示す。 

 

表 1 先行 CEAS システム一覧 

 

年 システム名称 実装言語など 

2002 PLS Linux V. 1.2 PHP, CEAS機能実装 

2003 CEAS2.0 PHP, 授業支援型 UI 

2007 CEAS3.0 Java, JSF, 再構築 

2009 CEAS/Sakai Java, Sakai CLE連携 

2016 CEAS10 Java, View改修 

 

授業と学習を統合的に支援するのに必要な機

能（以後、CEAS 機能と呼ぶ）は 2002年 PLS Linux 

Version 1.2 に実装され、さらに授業支援型ユーザ

インターフェイス[5]と呼ぶことになったユーザイ

ンターフェイスは 2003年 CEAS2.0に実装された。 

これらのシステムやバージョンアップされた 2

系の CEAS は PHP 言語で書かれていたが、機能拡

大や国際化機能に対応するため、Java の JSF フレ

ームワークを用いて CEAS3 系のシステムが再構

築された[6]。 

CEAS3 系のシステムに対し、さらにコミュニケ

ーション機能、SCORM 教材利用機能、学習記録を

活用した e ポートフォリオ機能などの学習支援機

能を実現するため、CEAS3.0 と Sakai CLE 2.5 を連

携させた CEAS/Sakai連携システム[7]を 2009年に

開発し関西大学などで現在まで利用されている。 

その後、PCに加えてタブレットやスマートフォ

ンなどのマルチデバイス利用とモダンブラウザで

の利用ニーズに対応するため、CEAS3 のプレゼン

テーション層の改修とセキュリティ向上のための

ビジネスロジック層の改修を行い、2016 年に

CEAS10 [8]をリリースした。 

3  OpenCEAS 開発と最適化 

3.1 開発目的と 2段階開発 

前述の CEAS10 は、当面の利用者ニーズを満た

したが、アプリケーションとしては、利用してい

る Javaフレームワークやライブラリのバージョン

が古く、セキュリティ面や最新技術による今後の

保守・開発を考えると、全面的に見直す必要があ

った。 

開発関係者で協議し、システムの業務要件、機

能要件はそのままに CEAS10の古い Javaフレーム

ワークの実装を Ruby on Rails を使い Rubyで書き

直すことで、システム刷新、実装の最新化を行う

こととした。 

新しく開発するシステムは後述するようにオ

ープンソース化するので、システムは OpenCEAS

と称することにする。 

CEAS の授業支援型ユーザインターフェイスは

そのまま継承するので、開発は次の 2 段階に分け

て行った。 

第 1段階で、プレゼンテーション層については、

Ruby の HTML テンプレートエンジンである ERB

（Embedded Ruby）に移植する。これにより、

CEAS10 の JSF（Java Server Faces）による実装と同

じ機能性と画面描画（HTML 生成）性能、将来の

仕様変更のための拡張性を確保する。マルチデバ

イス対応を実現するための CSSフレームワークで

ある Bootstrap や HTML5 のタグ定義について、画

面レイアウトや表示デザインを維持するために、

そのまま移植する。 

一方、ビジネスロジック層とインテグレーショ

ン層については、データモデルやデータ処理を行

うビジネスロジックを抜本的に見直すことは行わ

ず、従来の設計を尊重して機能の移植を行う。こ

れは CEAS3 の実装が、過去の長期にわたる仕様変

遷の中で複雑化・冗長化が進んでいたこと、現行

版として動作しているアプリケーションの機能は

実際の教育現場で磨かれた細やかな工夫が盛り込

まれたものでありながら、その詳細な仕様が文書

化されていないことによる。 

第 2段階では、ビジネスロジック層とインテグ

レーション層を中心にリファクタリングを行う。

第１段階での実装設計を新しく採用した Ruby on 

Railsフレームワークに適した設計に見直し、再実

装を行い、同時に全般的に処理ロジックを見直す。

このリファクタリングにより、画面応答性能の大

きな向上を図る。 

第 1 段階の開発は 2017 年に実施され、当初の

目的を達成し CEAS10 と同等の機能実装を実現で

きた[9]。 



3.2 リリース版に向けての最適化 

本発表では、第 2段階の開発とその結果につい

て報告する。 

OpenCEAS 開発の第 2段階では、上述のリファ

クタリングに加え、Ruby on Rails フレームワーク

のバージョンを第１段階開発に使用した 4.x 系バ

ージョンから 5.x 系にアップグレードした。これ

はソースコードを一般に提供するにあたり、開発

フレームワークとしての機能や性能に優れ、ソフ

トウェアのライフサイクルとしても 5.x 系が長期

間確保できることを考慮したからである。 

リファクタリングに関して、次の点が処理の最

適化にとって有効であった。 

A. 画面機能の特性に応じたデータ処理方法の

見直し 

B. 一括読み込みオプション活用によるクエリ

ー発行回数の削減 

C. 履歴データの分割（最新と蓄積） 

これらを含めたリファクタリングを実施し応答

性能の大きな改善を達成できた。 

以上に述べた第 2 段階の開発を実施することに

より、アプリケーションの品質は向上し、リリー

ス可能なレベルに達した。 

4  オープンソース化 

OpenCEAS のソースコードは、MIT ライセンス

を適用できるソースコードとして公開する。 

従来、CEAS はオープンソースとして公開して

いたものの、ソースコードに適用できるライセン

スが明確でなかった。OpenCEAS では、この点の

改良を行い、導入する大学によるカスタマイズを

制約なしに行えることを保証する。 

OpenCEASはMITライセンスで配布されている

Ruby on Rails フレームワークを基盤に、MIT ライ

センスに互換性のある関連ライブラリモジュール

を用いて構成している。LMS 製品パッケージとし

ての OpenCEAS も MIT ライセンスを適用してオ

ープンソース化し配布する 

これにより、OpenCEAS を導入した大学でカス

タマイズを行った場合、改修部分を公開する義務

を免れる。さらに、OpenCEAS を組み込んだ製品

を開発した場合でも、ソースコードの公開は義務

ではない。 

さらに、開発の便宜を図るため、Ruby on Rails に

導入した追加モジュールに対する、オープンソー

スのライセンスチェック機能を内蔵しており、

MIT ライセンスによる公開で問題が発生しない工

夫をしている。 

5  大学への導入・運用支援のパターン 

OpenCEAS は多くの高等教育機関で活用される

ことを目指して開発した。既存の主要 LMS に比べ

て初期導入時のセットアップ作業が簡単で、かつ

将来のアップグレードも容易になるように設計し

た。 

OpenCEAS のシステムが導入される環境は、学

内のオンプレミス環境からクラウド環境までの幅

があり、さらにはシステムを導入するのではなく

クラウドサービスとして OpenCEASを提供するこ

とも予定する。 

想定しているシステム導入と運用のパターンを

示す。 

5.1 システム導入・運用の方式 

OpenCEAS を導入し運用する方式は、各大学が

選択することになるが、ここではいくつかの導入・

運用のパターンを示す。 

パターン A：OpenCEAS Cloud 

クラウドサービスとして OpenCEASを利用す

る。マルチテナント型で稼働している

OpenCEAS のシステムを利用する形態であり、

大学の情報部門はシステム管理を行う必要はな

い。科目とユーザ（担任者、学生）、履修登録情

報を担当部署が登録・更新するのみでシステム

運用が可能である。サービス利用にあたっては、

ヘルプデスクも含めた技術サービス提供を受け

られる。 

パターン B：仮想サーバ運用サービス提供 

提供されるクラウド環境に大学専用の仮想サ

ーバを用意して OpenCEAS を稼働させる。独立

したサーバ環境となるため、大学の情報管理部



署はサーバへ管理者権限でシェルログインが可

能となる。定常運用は委託しながらも、直接の

データメンテナンスも可能でシステム管理の自

由度が高い。 

パターン C：仮想サーバ独自運用＋運用保守 

大学のクラウド環境に OpenCEASを稼働させ

るための専用の仮想サーバを用意し、システム

導入に必要な技術サポートを提供する。

OpenCEAS の導入セットアップは利用者側が自

由に行える一方で、導入と定常運用を専門業者

に委託することも可能である。 

パターン D：OpenCEAS 独自運用 

オンプレミス環境で利用者自ら OpenCEASの

導入セットアップを行い、システム運用する形

態となる。導入するためのサーバ環境一式を用

意する必要があり、利用者には一定の技術力が

要求されるが、既存のハードウェアやネットワ

ークを利用したり、構内仮想基盤（プライベー

トクラウド）環境で構成したりすることもでき

るため、システム管理の面では最も自由度が高

い。 

5.2 外部システムとの連携 

他の主要 LMS と同様に OpenCEAS でも、教務

システムなど外部の関連システムから科目情報、

履修情報、担任情報をデータ連携により自動登録

することが可能である。教務システムなどのデー

タ構造は OpenCEAS とは異なるため、インターフ

ェース仕様の調整を含めたデータ連携アプリケー

ションの開発サービスも提供する。 

6  おわりに 

OpenCEAS の普及と教育現場での有効活用を促

進するために、次のことを計画している。 

6.1 OpenCEAS コミュニティの運営 

利用者の属性（教員・受講生・管理者）に応じた

詳細な操作方法の説明、動画による機能紹介、ア

ップグレードの際のリリースノートの内容説明、

特徴的なシステム機能の紹介、将来の機能拡張ア

イデアの募集・討論など、OpenCEAS 活用のナレ

ッジ・ベースとなるような利用者参加型のコミュ

ニティ Web サイトを構築・運営する。 

6.2 OpenCEAS コンソーシアムの設立 

教育機関に対してシステム導入コンサルティン

グと技術支援、個別要件に合わせたカスタマイズ

や関連システム連携等の各種サービスを提供でき

る企業が参加する共同体を運営する。 

本コンソーシアムは OpenCEAS導入だけを対象

とせず、大学の運営環境を本質的に改善し、次世

代教育基盤として IT インフラ刷新を実現するた

めの広範囲の協業関係を構築することを目指す。 

6.3 OpenCEAS AIヘルプデスク 

OpenCEAS の利用手順やコースコンテンツの設

定方法、専門用語、慣れるまでは分かりにくい特

殊機能の詳細について、利用者からの質問に AI ア

シスタントが会話的に応答するヘルプデスクを提

供する。 

当初はチャットボット型の AI アシスタントに

より自然言語テキストベースで応答する形態を予

定しているが、将来は音声による問いかけや画面

操作の状況や過去の質問履歴から利用者の陥って

いる状況を類推してガイダンスを表示する仕組み

等についても追加できる可能性がある。 
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